
今回は石炭記念公園内の「筑豊じん肺訴訟記念碑」を紹介しま

す。「じん肺」とは、粉じんが肺の中に溜まり、咳、痰、喘鳴、

息切れなどの症状が出て呼吸困難になる病気です。石炭採掘

や坑道掘削時の粉じんにより、多くの炭鉱労働者たちがじん肺

を患いました。こうしてじん肺を患った筑豊の元炭坑労働者た

ちが、国に損害賠償を請求し、18年4か月もの間争ったのが

「筑豊じん肺訴訟」です。こちらの記念碑は、国が粉じん防止

の規制権限を行使しなかったことが違法であったとの最高裁の判決を受け、患者側が勝訴した

記念に、2007年に建てられました。肺の形をモチーフとし、2004年の判決確定と係争期間に

ちなみ、高さはそれぞれ、2004㎜、184㎝とされました。
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坑内の衛生状況はネズミが群生するなど、決していいとは
言えなかったため、坑内労働者が患う伝染病もありました。
また、大正時代には世界的に流行したインフルエンザに筑
豊の炭坑も襲われ、多くの罹患者・死者を出します。
そのような中で、傷病者の救済はどうしていたのでしょう
か。企画展では山本作兵衛コレクションの原画とともに、
当時の坑内の衛生状態や病などを紹介しています。
原画の他にも、当時実際に使われていた薬箱や薬瓶など、
関連資料も展示しています。

令和4年度田川市石炭・歴史博物館 山本作兵衛コレクション原画企画展

炭坑のメディカル
───炭坑の病と医療と救済と───

炭坑で流行った病とは・・・

田川市石炭・歴史博物館
２階 第２展示室

会場

9:30～17:30 (入館は17:00まで)
開館
時間

2022年4月26日(火)－5月22日(日)
会期中の休館日：5月9日・5月16日(すべて月曜日)

会期 石炭を燃やそう！

５月５日（木・
祝）に、実際に石
炭を燃やして、臭
いや熱、煙の様子
を間近で体験しま
した。
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博物館の活動

※詳細については、田川市石炭・歴史博物館ホームページにて随時お知らせします。

※問い合せ先：田川市石炭・歴史博物館 (0947-44-5745)

令和３年度子ども学芸員

昨年８月から今年の1月にかけて、田川の歴史と文化
のスペシャリストを育成する子ども学芸員育成講座を
実施し、３名の子ども学芸員が誕生しました。

文化財保護

修了式

石炭記念公園の敷地内にあった炭坑施
設の写真を白地図に貼り付けたよ

石炭記念公園を
測量したよ

中国語を勉強して、台湾の炭坑経
験者にリモートで炭坑のことを教
えてもらったよ

ギャラリートークを
体験したよ

令和３年度は、上の原遺跡群５次調査（令和元・２年度に
発掘調査を実施）の整理作業を行って、調査報告書を刊行
しました。出土品については、今後、博物館での展示を予
定しています。


